


    悩み

     親が胃がんと診断され、これから転移とかを調べていく予定。先生は「手術」の話もしている。親にはまだ言っていないが、自分はがんの専門病院でみてもらいたい。 


    助言

    
              【患者さんの気持ちを大切にしながら、ご家族でよく話し合う】




  
  ご家族や周囲の方々も、担当医の説明内容を聞くと、患者さんと同じように衝撃を受けます。その一方で、ご家族は衝撃を受けている患者さんを見て、患者さんに代わって医療機関や治療法などの情報を探される場合があります。けれども患者さん本人は、周囲からの声を冷静に聞き、判断するこころの準備ができていないこともあります。
ご家族や周囲の方々も、すぐには動かず、まず、患者さんの気持ちが少しずつ落ち着いてくるまでは、見守ってあげましょう。そして、患者さんの気持ちが、少しずつ落ち着いてきて担当医の説明内容を振り返ったり、病気の状況や治療のことなどに関する言葉を口にされたりするようになったら、そこから患者さんと一緒に考えましょう。
治療を受けるのは患者さんです。患者さんがどうしたいか、どういうふうに考えているかをご家族のなかでよく聴き、そのうえでご家族の気持ちもまた患者さんに伝え、どうしたらよいかよく話し合ってみましょう。
また、ご家族のこころも患者さんと同じようにショックを受け、つらいことに変わりはありません。そういう時は、患者さんと同様、すぐに動かず、自分のこころが少しずつ落ち着いてくる時間を待つことが大切です。


  




              【病院を検討するときの注意点】




  
  治療を受ける病院や医師を選ぶ際には、まず診断を受けたがんの標準治療はどういう治療なのかを知ることが大切です。『標準』という語感から、一部誤解もあるようですが、標準治療は、有効性と安全性が科学的に高いと証明された、現時点ではもっとも成績の良い治療といえます。あなたの場合に、具体的にどのような治療が標準治療にあたるのかは、がんの位置、大きさ、細胞の性質、広がり方などによって異なります。標準治療は、がんの専門病院でなければ受けられない治療というわけではありません。
病気や治療の情報を知るには、国立がん研究センターがん対策情報センターのがん情報サービスのホームページにある『各種がんの解説』のページが参考になるでしょう。
病院を探すときには、同じがん情報サービスのホームページにある『病院を探す』が参考になります。
現在、厚生労働省は、どこにいても、誰でも安心してがんの治療が受けられるように（がん医療の均てん化）、全国の都道府県に『がん診療連携拠点病院』を設置しています。これらの病院は、がんの診断や治療をしていくための条件を満たしているかなど、よく検討され審査されて、指定を受けます。専門医の治療を受けられるか、どういうがんを取り扱っているかなど具体的に概要をみることができるので、病院を決めるとき、参考になると思います。 
ただ、がんの場合、手術を受ければ治療は終わりということではありません。一般的には、手術後も定期的に通院して、診察や検査を受けます。また、外来で抗がん剤治療等を受けることもあります。
自宅からあまりにも遠い病院に通い続けることは、体も疲れますし、時間やお金もかかるので、大変です。このため、病院を選ぶ際には、通いやすさも検討するための要素になります。
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